
１　はじめに

　・人間と火との関係を考える

２　発火法の種類

　・近代以前の発火法

　　　摩擦式発火法…木と木をこすり合わせて
きくず

木屑を生じさせ、それが
まさつねつ

摩擦熱によって発火し採火する。

　　　　　　
かいてんまさつしきはっかほう

回転摩擦式発火法…
きりも

鑽揉み式・
ひもきり

紐鑽 式・
ゆみきり

弓鑽 式・
まいきり

舞鑽 式

　　　　　　
おうふくまさつしきはっかほう

往復摩擦式発火法 …火溝式・鋸式・糸鋸式

　　　
ひばなしきはっかほう

火花式発火法 …石と鉄（含炭素量 0.02 ～２％の
はがね

鋼 ）を打ち合わせて、火花を生じさせて採火する。

２　文献史料に記された発火法と発火具

３　出土資料からみた発火具

４　発火法の変遷

　・摩擦式発火法と火花式発火法の盛衰

５　香川県と周辺地域の火花式発火法の様相

　・火打石を素材に中世から近世の流通を考える

６　さいごに
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